
ペイジー収納サービスの取扱 
～インターネットバンキング（個人向）での収納方法について～ 
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１．ペイジー収納サービス利用時のメリット 

利用者（信用組合顧客）および信用組合のメリットは、次のとおり。 

対象者 導入前 導入後（メリット） 

利用者 
（組合顧客） 

• 窓口まで行かないと支払いができない。
特に、高齢者や障害者の場合には負担
になる。 

• 窓口の営業時間内でないと支払いがで
きない。また、現金または通帳・印鑑を
用意していないと処理ができない。 

• インターネットバンキング・モバイルバンキング等に
より現金レスで支払いが可能になる。 

• 窓口の営業時間外でも上記チャネルを利用する事
で、休日・祝日でも支払いが可能になる。 

（ただし、各収納金融機関のチャネル利用時間によ
り、対応可能時間は異なる） 

• 請求書・納付書を提示する必要がないのでプライバ
シーが守られる。 

信用組合 • 収納に伴う窓口の事務処理負担が大き
い。 

• 返却する収納済み通知の仕分けや発
送に伴う事務処理負担が大きい。 

• 窓口での収納事務、後方での持ち出し処理を軽減
することが可能になる。 

• 事務センターでのデータエントリー、仕分、収納機関
への収納通知などの送付作業を軽減することができ
る。 

≪サービス利用時のメリット≫ 

１ 



 ペイジーによる払込を行う場合には、収納機関から納付情報（各種番号）が必要となる。 
 収納機関からは下記の方法で納付情報が通知される。 

 なお、インターネットショッピング等では、顧客がペイジーによる支払いを選択した場合に納付情報が通
知される。 

２．ペイジーによる払込の選択 

２ 

納付情報の通知方法 
（参考頁） 

ペイジー支払可否の確認、支払方法選択 
取扱可能方式 
詳細説明 

納付書・請求書（２１頁） 
収納機関から送付される納付書に、右のペイジー 
マークがある場合に、ペイジーによる支払が可能。 

オンライン方式 

ＷＥＢ画面（２２頁） 
インターネットショッピング等の支払方法選択画面において、ペイ
ジーによる支払を選択する。 
選択後に、ＷＥＢ画面に納付情報が表示される。 

オンライン方式 

電子メール（２２頁） 
インターネットショッピング等の支払方法選択画面において、ペイ
ジーによる支払を選択する。 
選択後に、電子メールにて納付情報が通知される。 

オンライン方式 

（通知なし） 
インターネットショッピング等の購入完了画面から、「インターネット
バンキングによる支払」を選択する。 

情報リンク方式 



 信用組合ＨＰから、信用組合ＩＢにログインする（下記画面からログイン）。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－１．オンライン方式による払込 

「ログインＩＤ」および「ログインパス
ワード」を入力し、ログインボタン
をクリックする。 

３ 



 信用組合ＩＢにログイン後、下記の画面において、「税金・各種料金の払込（ペイジー）」を選択する。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－１．オンライン方式による払込 

支店名 口座番号 

顧客氏名 

顧客メールアドレス 

「税金・各種料金の払込（ペイ
ジー）」を選択する。 

４ 



  「税金・各種料金の払込（ペイジー）」を選択後、下記の画面が表示される。 
 下記画面から「税金・各種料金の払込」（赤枠）を選択する。  

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－１．オンライン方式による払込 

「税金・各種料金の払込（ペイ
ジー）」を選択後に、「税金・各種
料金の払込」をクリックする。 

顧客メールアドレス 

５ 



 「税金・各種料金の払込」をクリック後は、次の流れでペイジーによる払込を実施する。  

収納機関指定 

払込先情報入力 

払込書選択・確認 

引落口座選択 

払込確認 

払込完了 

 収納機関番号の入力 

 お客様番号の入力 
 確認番号の入力 

 払込情報の確認（購入企業、購入金額等の確認） 
 払込書の選択 

 引落口座を選択する（取引口座が１口座しかない場合は省略される）。 

 払込情報および引落口座の最終確認を実施。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－１．オンライン方式による払込 

６ 



 収納機関からの払込票もしくはメール等で通知された収納機関番号（「58091」）を入力をする。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－１．オンライン方式による払込 

収納機関番号（５桁）を入力する。 

入力番号を間違えた場合は、取引
エラーとなる。 

７ 



 収納機関からの払込票もしくはメール等で通知された「お客様番号」および「確認番号」を入力する。 

 収納機関が官公庁の場合は、「納付区分」の入力も必要となる場合がある（国庫金・地公体の入力画
面は、９頁を参照）。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－１．オンライン方式による払込 

収納機関番号（５桁）に対応する収納機関が表示さ
れる（取引企業が間接収納機関の場合、この時点で
は収納代行センター名が表示され、取引企業が確認
できない）。 

表示内容確認後、お客様番号を入力する（数字のみ
入力）。 
 

確認番号を入力する。 

８ 



 国庫金・地公体の入力画面は、下記のとおり（参考）。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－１．オンライン方式による払込 

９ 

民間企業の場合と異なり、「納付
区分」の入力が必要な収納機関
（官庁・地公体）がある。 



 払込先の情報が表示されるので、内容の確認を行う。 
 払込を行う払込書情報の□に☑をし、『次へ』をクリック。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－１．オンライン方式による払込 

入力情報に該当する払込（納付）情報が表示される
ので内容を確認する（払込先名・お客様番号・名前・
払込金額を確認する）。 

１０ 



 選択した払込書情報が再度表示されるので、内容の確認を行う。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－１．オンライン方式による払込 
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 引落口座情報、払込情報の最終確認を行う。 

 確認の結果、問題がなければ、ＩＢ利用開始時に設定した確認用パスワードを入力し、「払込を確定す
る」をクリック。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－１．オンライン方式による払込 

支店名 口座番号 

口座残高 

引落口座および払込先情報の内容を
確認し、問題がなければ、確認用パス
ワードの入力を行い、「払込を確定す
る」をクリックする。 

引落口座が複数存在する場合、本画面
の前に口座選択の画面が存在する。 

１２ 



 次の画面が表示され、払込手続きが完了する。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－１．オンライン方式による払込 

支店名 口座番号 

１３ 



 収納機関との手続き（商品購入等）完了後、収納機関ＨＰから「ネットバンキング」もしくは「電子納付
等」を選択する。 

 下記はオンラインによるチケットサイトでのネットバンキング（ペイジー収納支払）選択画面。 

 次ページは、法務局による証明書発行手続き後の「登記・供託オンライン申請システム」による電子
納付選択画面。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－２．情報リンク方式による払込 

１４ 



３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－２．情報リンク方式による払込 

上段画面の「納付」をクリック後、下段画面に遷
移する。 
遷移した画面において「電子納付」をクリックする。 

１５ 



 以降の説明は、法務局への証明書発行手数料の支払いを情報リンク方式で行う場合の流れとなる（前
ページの「登記・供託オンライン申請システム」から電子納付を選択した場合の流れ）。 

 下記画面にて金融機関の種別を選択する（信用組合を選択する）。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－２．情報リンク方式による払込 

信用組合を選択（クリック）する。 

１６ 



 信用組合選択後、下記の画面（左）に遷移するため、取引信用組合の頭文字をクリックする。 
 クリック後、右画面に遷移し、取引信用組合名をクリックする。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－２．情報リンク方式による払込 

右画面にて取引信用組合名をクリックする。 

１７ 



 個別信用組合選択後、「個人」・「法人」を選択する画面に遷移するため、対象サービスを選択する。 
 選択したサービスをクリック後、取引信用組合のログイン画面に遷移する。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－２．情報リンク方式による払込 

利用サービスを選択し、クリック
する。 

「ログインＩＤ」および「ログインパスワー
ド」を入力し、ログインボタンをクリック
する。 

１８ 



 ログイン後、下記の画面が表示されるので、内容の確認を行う。 
 各種番号をＩＢ画面から入力するオンライン方式と異なり、収納機関ＨＰから払込情報を引き継いでいる。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－２．情報リンク方式による払込 

企業ＨＰから、払込に必要な情報を引き継いでくるため、各
種番号の入力手続きが省略される。 

１９ 



 引落口座情報、払込情報の最終確認を行う。 

 確認の結果、問題がなければ、ＩＢ利用開始時に設定した確認用パスワードを入力し、「払込を確定す
る」をクリック（ここからはオンライン方式と同様）。 

３．インターネットバンキングによる払込手続き 
３－２．情報リンク方式による払込 

引落口座が複数存在する場合、本画面の
前に口座選択の画面が存在する。 

引落口座および払込先情報の内容を確
認し、問題がなければ、確認用パスワー
ドの入力を行い、「払込を確定する」をク
リックする。 
 

クリック後に払込完了画面が表示され、
手続き完了となる。 

２０ 



 収納機関から顧客に対し、下記のような払込票（納付書・請求書）が送付される。 
 納付書に「Ｐａｙ‐ｅａｓｙマーク（青丸）」がある場合、ペイジー収納サービスによる収納が可能である。 

 下記払込票は地公体の帳票モデルであり、ペイジーにて収納を行う場合は緑色で囲んでいる各種番
号をインターネットバンキングにて入力を行う。 

４．参考 
４－１．納付書・請求書による納付情報通知 

２１ 



４．参考 
４－２．ＷＥＢ画面・電子メールによる納付情報通知 
 インターネットショッピング等においては、商品購入後の代金支払方法を、下記の画面（企業によって画面は異なる）

にて選択する。 
 ペイジーでの支払いを行う場合には、「ペイジーでの支払い」を選択する。 
 ＷＥＢ画面（購入完了画面）および電子メールにて、必要な情報が通知される。 

【ＷＥＢ画面による通知】 

【ＷＥＢ画面による通知】 

【インターネットショッピング代金支払方法選択画面】 

【企業からの電子メールによる通知】 

２２ 

どちらかの方法で納付情報を通知 



 トップページから 「税金・各種料金の払込（ペイジー）」を選択後、下記の画面が表示される。 
 下記画面から「税金・各種料金の払込履歴」を選択する。  

４．参考 
４－３．払込履歴の確認  

「税金・各種料金の払込（ペイ
ジー）」を選択後に、「税金・各種料
金の払込履歴」クリックする。 

顧客メールアドレス 

２３ 



 下記のとおり、取引履歴が表示される。 

４．参考 
４－３．払込履歴の確認  

２４ 


